
 本シミュレーションでは、令和６年度決算をベースに15年間の推計を実施
 推計にあたっては、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計や「中長期の
経済財政に関する試算」（内閣府）で示された経済成長率など現時点で見込
むことができる条件を前提に推計

 なお、本推計は不確定要素を多く含んでおり、将来に向かって相当の幅を
もってみていただく必要がある
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（単位：百万円）



2

（単位：百万円）

※歳入の「繰入金」について、令和６年度以降は財政調整基金からの繰入れは含んでいない
※特定目的基金は、減債基⾦やふるさと基⾦以外の全ての基⾦を計上

R6（決算） R7
(決算見込み）

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

歳　　入　　合　　計 6,724 7,106 7,082 6,740 6,853 6,708 6,750 6,752 6,724 6,742 6,725 6,802 6,775 6,774 6,821 6,722

市町村税 1,328 1,384 1,395 1,395 1,384 1,373 1,360 1,348 1,335 1,320 1,306 1,292 1,273 1,256 1,238 1,218

地方交付税（臨財債含む） 2,089 2,062 2,067 2,072 2,090 2,105 2,122 2,136 2,147 2,160 2,172 2,184 2,198 2,212 2,226 2,243

交付金・地方譲与税等 500 479 451 458 459 459 459 460 460 460 460 459 459 458 458 457

国・府支出金 1,682 2,197 2,130 1,927 2,018 2,020 2,057 2,055 2,028 2,047 2,031 2,044 2,043 2,045 2,051 2,043

地方債 207 235 346 237 221 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110

諸収入 441 370 438 438 438 438 438 438 438 438 438 438 438 438 438 438

繰越金、繰入金 477 379 255 213 243 213 213 213 213 213 213 279 257 257 301 213

歳　　出　　合　　計 6,713 7,080 7,337 6,872 6,934 6,813 6,869 6,847 6,802 6,827 6,794 6,860 6,858 6,878 6,942 6,875

人件費 1,250 1,503 1,238 1,323 1,318 1,318 1,274 1,340 1,318 1,296 1,296 1,406 1,384 1,384 1,428 1,318

扶助費 1,487 1,490 1,645 1,733 1,826 1,826 1,826 1,826 1,826 1,826 1,826 1,826 1,826 1,826 1,826 1,826

公債費 383 368 382 395 392 387 367 343 324 308 286 272 279 286 292 299

建設事業費（災害復旧含む） 386 612 840 391 329 195 197 199 201 203 205 207 209 212 214 216

物件費 1,071 1,204 1,292 1,162 1,172 1,183 1,250 1,243 1,214 1,251 1,235 1,246 1,257 1,268 1,279 1,290

補助費等 783 887 783 783 783 783 783 783 783 783 783 783 783 783 783 783

繰出金 748 682 776 783 790 797 803 810 811 813 815 816 816 815 815 816

積立金等 605 334 381 302 324 324 369 303 325 347 348 304 304 304 305 327

26 ▲ 255 ▲ 132 ▲ 81 ▲ 105 ▲ 119 ▲ 95 ▲ 78 ▲ 85 ▲ 69 ▲ 58 ▲ 83 ▲ 104 ▲ 121 ▲ 153

1,657 1,666 1,428 1,300 1,223 1,122 1,007 916 842 761 696 642 563 463 346 197

1,889 2,004 2,127 2,188 2,241 2,324 2,451 2,512 2,595 2,700 2,805 2,800 2,817 2,834 2,807 2,890特 定 目 的 基 金 残 高

区　　分

収 支 過 不 足

財 政 調 整 基 金 残 高



主な費目 考え方

歳
入

市町村税 人口・経済成長率と連動

地方交付税
直近の実績に各年度の扶助費、
操出金の増加分を加算

国・府支出金 歳出と連動

地方債 歳出と連動

交付金・譲与税等、諸収
入（使用料・手数料、財産
収入、寄附金など）

直近の実績を据え置き
※地方消費税交付金、法人事業税交
付金のみ経済成長率と連動

繰入金
特目基金からの繰入金を
☑ 見込む

□ 見込まない

主な費目 考え方

歳
出

人件費 直近の実績に賃金上昇の影響を反映

扶助費 直近の実績の伸びを反映

補助費等、
物件費

直近の実績の伸び、物価上昇の影響を反映

建設事業費

次のいずれかによる
☑ 直近の実績に物価上昇率を乗じた額をベースとし、

大規模事業を個別に積み上げる
□ 団体の計画値を用いる

公債費
既発分は団体による推計
新発分は歳入の地方債と連動

繰出金

国保特会と後期高齢特会は人口と連動

介護特会は府全体の介護給付費総額の推計値と連動

公営企業は直近の実績を据え置き
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